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(57)【要約】
　ＴＶサービスを使用するＴＶ加入者のアカウントに関
連するＩＰアドレスをサーバが受け取る。ＴＶサービス
が提供するＴＶコンテンツを表示するために、ＴＶ加入
者が使用するセットトップボックスにＩＰアドレスが関
連付けられる。ＩＰアドレスは、ＴＶ加入者に対応する
家庭のコンピュータにも関連付けられる。インターネッ
トコンテンツを見るために、コンピュータはウェブブラ
ウザを使用する。サーバは、ＩＰアドレスを含む、ＴＶ
視聴についての情報を受け取る。サーバは、そのＩＰア
ドレスに関連する家庭内のウェブ閲覧活動についての情
報も受け取る。その情報にはＩＰアドレスが含まれる。
サーバは、ＴＶ視聴のＴＶログを保持し、そのＩＰアド
レスに関連する家庭内のウェブ閲覧活動のインターネッ
トログを保持する。サーバは、ＴＶログ内のエントリを
インターネットログ内のエントリに（ＩＰアドレスを用
いて）関連させ、その関連付けを記憶する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＴＶ視聴をインターネット活動に関連させるための方法であって、
　１つまたは複数のプロセッサ、および前記プロセッサが実行するためのプログラムを記
憶するメモリを有するサーバで、
　ＴＶ加入者のアカウントに関連するＩＰアドレスをＴＶサービスから受け取るステップ
であって、前記ＩＰアドレスは、前記ＴＶサービスが提供するＴＶコンテンツを表示する
ために、前記ＴＶ加入者が使用するセットトップボックスに関連付けられ、前記ＩＰアド
レスは、前記ＴＶ加入者に対応する家庭の１つまたは複数のコンピュータに関連付けられ
、前記１つまたは複数のコンピュータはウェブブラウザを実行するように構成される、ス
テップと、
　前記ＴＶ加入者のＴＶ視聴についての情報を受け取るステップであって、前記情報には
前記ＩＰアドレスが含まれる、ステップと、
　前記ＩＰアドレスに関連する前記家庭内の前記コンピュータのウェブ閲覧活動について
の情報を受け取るステップであって、前記情報には前記ＩＰアドレスが含まれる、ステッ
プと、
　前記ＴＶ加入者の前記ＴＶ視聴のＴＶログを保持するステップと、
　前記ＩＰアドレスに関連する前記家庭内の前記コンピュータの前記ウェブ閲覧活動のイ
ンターネットログを保持するステップと、
　前記ＩＰアドレスに少なくとも部分的に基づき、前記ＴＶログ内のエントリを前記イン
ターネットログ内のエントリに関連させるステップと、
　前記関連付けを記憶するステップと
　を含む方法。
【請求項２】
　前記ＴＶ加入者をサーバ加入者として登録するステップをさらに含む、請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
　ＴＶ視聴についての前記情報が前記セットトップボックスから受け取られる、請求項１
に記載の方法。
【請求項４】
　前記セットトップボックスがウェブブラウザを用いて構成され、ウェブ閲覧活動につい
ての前記情報の少なくとも一部が前記セットトップボックスから受け取られる、請求項１
に記載の方法。
【請求項５】
　前記関連付けに基づき、推薦されるＴＶ番組を前記ＴＶ加入者に提供するステップをさ
らに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記関連付けに基づき、ターゲットテレビ広告を前記ＴＶ加入者に提供するステップを
さらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記関連付けに基づき、ターゲットインターネット広告を前記ＴＶ加入者に提供するス
テップをさらに含み、前記インターネット広告がウェブの閲覧中に提供される、請求項１
に記載の方法。
【請求項８】
　ＴＶ視聴をインターネット活動に関連させるためのコンピュータシステムであって、
　メモリと、
　１つまたは複数のプロセッサと、
　前記メモリ内に記憶され、前記１つまたは複数のプロセッサが実行するように構成され
る１つまたは複数のプログラムと
　を含み、前記１つまたは複数のプログラムが、
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　ＴＶ加入者のアカウントに関連するＩＰアドレスをＴＶサービスから受け取るための命
令であって、前記ＩＰアドレスは、前記ＴＶサービスが提供するＴＶコンテンツを表示す
るために、前記ＴＶ加入者が使用するセットトップボックスに関連付けられ、前記ＩＰア
ドレスは、前記ＴＶ加入者に対応する家庭の１つまたは複数のコンピュータに関連付けら
れ、前記１つまたは複数のコンピュータはウェブブラウザを実行するように構成される、
命令と、
　前記ＴＶ加入者のＴＶ視聴についての情報を受け取るための命令であって、前記情報に
は前記ＩＰアドレスが含まれる、命令と、
　前記ＩＰアドレスに関連する前記家庭内の前記コンピュータのウェブ閲覧活動について
の情報を受け取るための命令であって、前記情報には前記ＩＰアドレスが含まれる、命令
と、
　前記ＴＶ加入者の前記ＴＶ視聴のＴＶログを保持するための命令と、
　前記ＩＰアドレスに関連する前記家庭内の前記コンピュータの前記ウェブ閲覧活動のイ
ンターネットログを保持するための命令と、
　前記ＩＰアドレスに少なくとも部分的に基づき、前記ＴＶログ内のエントリを前記イン
ターネットログ内のエントリに関連させるための命令と、
　前記関連付けを記憶するための命令と
　を含む、コンピュータシステム。
【請求項９】
　前記ＴＶ加入者をサーバ加入者として登録するための命令をさらに含む、請求項８に記
載のコンピュータシステム。
【請求項１０】
　ＴＶ視聴についての前記情報が前記セットトップボックスから受け取られる、請求項８
に記載のコンピュータシステム。
【請求項１１】
　前記セットトップボックスがウェブブラウザを用いて構成され、そして、ウェブ閲覧活
動についての前記情報の少なくとも一部が前記セットトップボックスから受け取られる、
請求項８に記載のコンピュータシステム。
【請求項１２】
　前記関連付けに基づき、推薦されるＴＶ番組を前記ＴＶ加入者に提供するための命令を
さらに含む、請求項８に記載のコンピュータシステム。
【請求項１３】
　前記関連付けに基づき、ターゲットテレビ広告を前記ＴＶ加入者に提供するための命令
をさらに含む、請求項８に記載のコンピュータシステム。
【請求項１４】
　前記関連付けに基づき、ターゲットインターネット広告を前記ＴＶ加入者に提供するた
めの命令をさらに含み、前記インターネット広告がウェブの閲覧中に提供される、請求項
８に記載のコンピュータシステム。
【請求項１５】
　コンピュータシステムによって実行される１つまたは複数のプログラムを記憶する非一
時的なコンピュータ可読記憶媒体であって、前記１つまたは複数のプログラムが、
　ＴＶ加入者のアカウントに関連するＩＰアドレスをＴＶサービスから受け取るための命
令であって、前記ＩＰアドレスは、前記ＴＶサービスが提供するＴＶコンテンツを表示す
るために、前記ＴＶ加入者が使用するセットトップボックスに関連付けられ、前記ＩＰア
ドレスは、前記ＴＶ加入者に対応する家庭の１つまたは複数のコンピュータに関連付けら
れ、前記１つまたは複数のコンピュータはウェブブラウザを実行するように構成される、
命令と、
　前記ＴＶ加入者のＴＶ視聴についての情報を受け取るための命令であって、前記情報に
は前記ＩＰアドレスが含まれる、命令と、
　前記ＩＰアドレスに関連する前記家庭内の前記コンピュータのウェブ閲覧活動について
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の情報を受け取るための命令であって、前記情報には前記ＩＰアドレスが含まれる、命令
と、
　前記ＴＶ加入者の前記ＴＶ視聴のＴＶログを保持するための命令と、
　前記ＩＰアドレスに関連する前記家庭内の前記コンピュータの前記ウェブ閲覧活動のイ
ンターネットログを保持するための命令と、
　前記ＩＰアドレスに少なくとも部分的に基づき、前記ＴＶログ内のエントリを前記イン
ターネットログ内のエントリに関連させるための命令と、
　前記関連付けを記憶するための命令と
　を含む、非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１６】
　前記ＴＶ加入者をサーバ加入者として登録するための命令をさらに含む、請求項１５に
記載の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１７】
　ＴＶ視聴についての前記情報が前記セットトップボックスから受け取られる、請求項１
５に記載の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１８】
　前記セットトップボックスがウェブブラウザを用いて構成され、ウェブ閲覧活動につい
ての前記情報の少なくとも一部が前記セットトップボックスから受け取られる、請求項１
５に記載の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１９】
　前記関連付けに基づき、推薦されるＴＶ番組を前記ＴＶ加入者に提供するための命令を
さらに含む、請求項１５に記載の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２０】
　前記関連付けに基づき、ターゲットテレビ広告を前記ＴＶ加入者に提供するための命令
をさらに含む、請求項１５に記載の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２１】
　前記関連付けに基づき、ターゲットインターネット広告を前記ＴＶ加入者に提供するた
めの命令をさらに含み、前記インターネット広告がウェブの閲覧中に提供される、請求項
１５に記載の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　開示する実施形態は、概してテレビの視聴活動およびウェブの閲覧活動に関する。
【背景技術】
【０００２】
　テレビ視聴者は、５０年以上テレビ番組を見ている。当初は少数の番組が電波によって
放送され、利用者はそれらのチャンネルの中から選択した。時が経つにつれ、より多くの
テレビ視聴者が衛星ネットワークまたはケーブルネットワークからテレビ番組を受信する
ようになった。標準的な番組に加え、衛星ネットワークおよびケーブルネットワークは、
割増料金チャンネル、ペイパービュー番組、および対話型番組のホストを提供する。対話
型番組は、放送信号を受信し、さらにインターネットにアクセス可能なセットトップボッ
クスによって可能となる。セットトップボックスはさらに、視聴者情報をテレビ提供者に
送り返し、人々がどの番組を見ているのかに関するより多くの情報を提供者に与えること
ができる。
【０００３】
　テレビ視聴者は、コンピュータまたは他の装置を使用してインターネットにもアクセス
する。インターネットを使用し、利用者は情報を検索し、洋服、書籍、電子機器、医療用
品等を買い、ＹｏｕＴｕｂｅ（登録商標）で映像を視聴し、ソーシャルネットワーキング
サイト上で友人や家族とのつながりをもち、オンラインゲームで遊び、他の多くの活動に
従事することができる。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　以前は、テレビの視聴活動とウェブの閲覧活動とは何の関係もなかった。ウェブの閲覧
活動はサーバ上のログ内に記憶することができ、テレビの視聴活動はテレビ提供者が追跡
できるが、これらの活動をマッチさせまたは相関させるプロセスはなかった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
発明の概要
　家庭内のほとんどのインターネット対応装置（例えばコンピュータ、ＭＰ３プレーヤ、
ゲーム機等）は、同じＩＰアドレス（例えばホームルータのＩＰアドレス）を共有する。
このＩＰアドレスは、ＴＶアカウントおよびセットトップボックスの視聴情報に関連する
。このＩＰアドレスを知ることは、（同じＩＰアドレスの利用者による以前のインターネ
ット活動を反映する）ウェブ検索ログ、メディアコンテンツアクセスログ等を、同じアカ
ウントに関連するＴＶ視聴情報のログデータと相関させることを可能にする。
【０００６】
　テレビの視聴活動をウェブ活動と相関させることにより、組み合わせられたログ情報に
よって明らかにされた好み／挙動を反映する、関心のある他のコンテンツに関する提案を
視聴者に行うこと、ターゲット広告を提示すること等が可能となる。このように相関させ
ることは、様々な視聴者区分の視聴挙動およびインターネット挙動に関する貴重な情報を
広告主に与えることも可能にする。
【０００７】
　開示する実施形態では、データを（利用者のアカウントＩＤとともに）テレビ提供者に
送り返すためにセットトップボックスが使用するＩＰアドレスが、（例えば広告ネットワ
ークからの）ウェブログにリンクされ、これはほぼ必ず同じ家庭である。これにより、家
の利用者を煩わすことなくＴＶをコンピュータ／家庭にリンクさせることができる。
【０００８】
　一部の実施形態では、ウェブの閲覧をテレビの視聴とリンクさせることは、１つまたは
複数のプロセッサおよびメモリを有するサーバ上で実施される。メモリは、プロセッサに
よって実行されるプログラムを記憶する。サーバは、ＴＶ加入者のアカウントに関連する
ＩＰアドレスを受け取る。一部の実施形態では、ＩＰアドレスが、ケーブルテレビネット
ワークや衛星テレビネットワークなどのＴＶサービスプロバイダから受け取られる。ＴＶ
サービスが提供するＴＶコンテンツを表示するために、ＴＶ加入者が使用するセットトッ
プボックスにＩＰアドレスが関連付けられる。ＩＰアドレスは、ＴＶ加入者に対応する家
庭内の１つまたは複数のコンピュータにも関連付けられる。１つまたは複数のコンピュー
タは、ウェブブラウザを実行するように構成される。サーバは、家庭のＩＰアドレスを含
む、ＴＶ加入者のＴＶ視聴についての情報を受け取る。サーバは、そのＩＰアドレスに関
連する家庭内のコンピュータのウェブ閲覧活動についての情報も受け取る。ウェブ閲覧活
動についての情報には、ＩＰアドレスが含まれる。サーバは、ＴＶ加入者のＴＶ視聴のＴ
Ｖログを保持し、そのＩＰアドレスに関連する家庭内のコンピュータのウェブ閲覧活動の
インターネットログを保持する。サーバは、ＴＶログ内のエントリをインターネットログ
内のエントリに関連させ、その関連付けを記憶する。サーバは、ＩＰアドレスを少なくと
も部分的に用いてエントリを関連させる。
【０００９】
　一部の実施形態では、ＴＶ視聴をインターネット活動とリンクさせるためのコンピュー
タシステムが、メモリ、１つまたは複数のプロセッサ、およびメモリ内に記憶される１つ
または複数のプログラムを有する。プログラムは、１つまたは複数のプロセッサによって
実行されるように構成される。１つまたは複数のプログラムは、ＴＶ加入者のアカウント
に関連するＩＰアドレスを受け取るための命令を含む。一部の実施形態では、ＩＰアドレ
スが、ケーブルテレビネットワークや衛星テレビネットワークなどのＴＶサービスプロバ
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イダから受け取られる。ＴＶサービスが提供するＴＶコンテンツを表示するために、ＴＶ
加入者が使用するセットトップボックスにＩＰアドレスが関連付けられる。ＩＰアドレス
は、ＴＶ加入者に対応する家庭内の１つまたは複数のコンピュータにも関連付けられる。
１つまたは複数のコンピュータは、ウェブブラウザを実行するように構成される。プログ
ラムは、ＩＰアドレスを含む、ＴＶ加入者のＴＶ視聴についての情報を受け取るための命
令を含む。プログラムは、そのＩＰアドレスに関連する家庭内のコンピュータのウェブ閲
覧活動についての情報を受け取るための命令も含む。ウェブ閲覧活動についての情報には
、ＩＰアドレスが含まれる。プログラムは、ＴＶ加入者のＴＶ視聴のＴＶログを保持する
ための命令、およびそのＩＰアドレスに関連する家庭内のコンピュータのウェブ閲覧活動
のインターネットログを保持するための命令を含む。プログラムは、ＩＰアドレスを用い
てＴＶログ内のエントリをインターネットログ内のエントリに関連させるための命令、お
よびその関連付けを記憶するための命令を含む。
【００１０】
　一部の実施形態では、非一時的なコンピュータ可読記憶媒体が、コンピュータシステム
によって実行される１つまたは複数のプログラムを記憶する。１つまたは複数のプログラ
ムは、ＴＶ加入者のアカウントに関連するＩＰアドレスを受け取るための命令を含む。一
部の実施形態では、ＩＰアドレスが、ケーブルテレビネットワークや衛星テレビネットワ
ークなどのＴＶサービスプロバイダから受け取られる。ＴＶサービスが提供するＴＶコン
テンツを表示するために、ＴＶ加入者が使用するセットトップボックスにＩＰアドレスが
関連付けられる。ＩＰアドレスは、ＴＶ加入者に対応する家庭内の１つまたは複数のコン
ピュータにも関連付けられる。１つまたは複数のコンピュータは、ウェブブラウザを実行
するように構成される。プログラムは、家庭のＩＰアドレスを含む、ＴＶ加入者のＴＶ視
聴についての情報を受け取るための命令を含む。プログラムは、そのＩＰアドレスに関連
する家庭内のコンピュータのウェブ閲覧活動についての情報を受け取るための命令も含む
。ウェブ閲覧活動についての情報には、家庭のＩＰアドレスが含まれる。プログラムは、
ＴＶ加入者のＴＶ視聴のＴＶログを保持するための命令、およびそのＩＰアドレスに関連
する家庭内のコンピュータのウェブ閲覧活動のインターネットログを保持するための命令
を含む。プログラムは、ＴＶログ内のエントリをインターネットログ内のエントリに関連
させるための命令、およびその関連付けを記憶するための命令を含む。ＴＶログエントリ
をインターネットログエントリに関連させるための命令は、エントリに対応するＩＰアド
レスにアクセスする。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】一部の実施形態による、ウェブの閲覧活動をテレビの視聴活動と相関させるシス
テムのブロック図である。
【図２】一部の実施形態による、クライアント家庭用コンピュータの機能ブロック図であ
る。
【図３】一部の実施形態による、ログサーバの機能ブロック図である。
【図４】一部の実施形態による、テレビセットトップボックスの機能ブロック図である。
【図５】一部の実施形態による、リサーチパネルに参加するパネリストが見る例示的スク
リーンショットである。
【図６】一部の実施形態による、リサーチパネルを管理するために使用するプログラムの
例示的スクリーンショットである。
【図７】一部の実施形態による、リサーチパネルを管理するために使用するプログラムの
例示的スクリーンショットである。
【図８】一部の実施形態による、パネリストからの調査情報を生成し、相関させるために
用いるプロセスを示す。
【００１２】
　図面のいくつかの表示にわたり、類似の参照番号は対応するパーツを指す。
【発明を実施するための形態】
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【００１３】
　次に、その例を添付図面に示す実施形態を詳しく参照する。以下の詳細な説明では、本
発明の完全な理解を与えるために数多くの具体的詳細を記載する。ただし、これらの具体
的詳細なしに本発明を実施してもよいことが当業者には明らかである。他の例では、実施
形態の側面を不必要に曖昧にしないように、よく知られている方法、手順、コンポーネン
ト、および回路を詳しくは説明していない。
【００１４】
　図１に示す実施形態は、ウェブの閲覧活動をテレビの視聴活動と相関させるために用い
ることができる。一部の実施形態では、テレビ提供者１０２が、家庭１８０ごとにアカウ
ントをアカウント情報データベース１３２内に保持する。アカウント情報は、概してアカ
ウント番号１３４およびアカウント名１３６を含む。一部の実施形態では、アカウント情
報が、自宅住所であり得る課金住所および／または物理的住所も含む。より多くの機能を
使用可能にするために、提供者１０２は家庭１８０のＩＰアドレス１２６を追跡すること
もできる。場合によっては家庭１８０が固定ＩＰアドレス１２６を有し、その場合、単一
の固定ＩＰアドレス１２６がアカウントに関連する。他の事例では、加入者が、定期的に
（例えば利用者がインターネットサービスプロバイダ１２８（ＩＳＰ）を「ダイアルアッ
プ」するたびに）変わり得る動的ＩＰアドレスを有する。一部の実施形態では、少なくと
も家庭１８０の家族１１８がテレビ番組を見ているとき、テレビ提供者１０２が家庭のＩ
Ｐアドレス１２６に対する変更を追跡する。
【００１５】
　一部の実施形態では、家庭１８０におけるテレビの視聴活動が、ＴＶログデータベース
１５０内で追跡される。一部の実施形態では、視聴活動は、その家庭によって視聴される
全ての番組を含む。他の実施形態では、追跡される視聴活動は、少なくとも閾値の時間（
例えば１分または５分）見られた番組だけを含む。一部の実施形態では、追跡される視聴
活動は、割増料金コンテンツだけを含む。追跡されるＴＶ視聴活動は、概して視聴された
番組１５２、チャンネル１５４、および日時１５６を含む。ＩＰアドレス１２６が入手可
能な場合、ＩＰアドレス１２６がＴＶログデータ内に大抵含められる。一部の実施形態で
は、ＴＶ視聴の追跡をログサーバ３００が行う。
【００１６】
　テレビ提供者１０２は、ケーブル１１２上で、衛星１０４からの伝送により、または（
以下で説明する）インターネットを介したストリーミングによりテレビ番組を家庭１８０
に伝送する。衛星伝送１０６の場合、家庭１８０は信号を受信するためのアンテナ１０８
を有する。家庭１８０には、入力信号を処理しまたは復号するための受信機もしくは変換
機１１０がある。テレビ信号はセットトップボックス４００に伝送され、セットトップボ
ックス４００は、家族１１８がテレビ１１６上に表示する内容を制御できるようにする。
一部の実施形態では、受信機／変換機１１０をセットトップボックス４００と組み合わせ
る。概して、家族１１８－１や１１８－２などの家族が、リモコン装置を使ってセットト
ップボックス４００を制御する。一部の実施形態では、テレビ提供者１０２とセットトッ
プボックス４００との間で電話回線１１４を介したさらなる通信がある。例えばセットト
ップボックスは、どのテレビ番組が見られているのかに関する情報を提供することができ
、または対話型テレビ番組用のさらなる情報を受け取ることができる。
【００１７】
　一部の実施形態では、視聴活動が受信機／変換機１１０によって識別され、ホームルー
タ１２０を介して通信ネットワーク１３０（例えばインターネット）に接続されるセット
トップボックス４００経由でテレビ提供者１０２に伝送される。他の実施形態では、セッ
トトップボックス４００は、受信機／変換機１１０から受け取った信号を評価することに
より、視聴された番組を突き止めることができる。これらの実施形態では、セットトップ
ボックスが、視聴情報（例えば番組、チャンネル、日時等）をやはり家庭用ルータ１２０
を介してテレビ提供者１０２に伝送する。視聴情報は家庭用ルータ１２０を介して伝送さ
れるので、視聴情報とともにルータのＩＰアドレス１２６をテレビ提供者１０２に伝送す
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ることができる。一部の実施形態では、ＩＰアドレス１２６および／または視聴情報を周
期的に（例えば１日１回）テレビ提供者１０２に伝送する。視聴情報を周期的に伝送する
場合、伝送間でデータをセットトップボックス４００内に記憶する。上記で述べたように
、一部の代替的実施形態では、セットトップボックス４００が電話回線１１４を介してテ
レビ提供者１０２にデータを伝送する。これらの実施形態の一部では、セットトップボッ
クス４００が、ルータからＩＰアドレス１２６を取得し、それを視聴データとともに伝送
することができる。
【００１８】
　一部の実施形態では、インターネットへの家庭接続が、別個のモデム（例えばＤＳＬモ
デムやケーブルモデム）および内部ルータを使用する（図１にこの構成は示していない）
。この場合、家庭１８０のＩＰアドレス１２６はモデムのＩＰアドレス１２６であり、こ
のＩＰアドレスは「外部」に対して家庭１８０を一意に識別する（この場合、ルータ１２
０のＩＰアドレスは内部の家庭ネットワークにしか関連しない）。図１に示す実施形態で
は、「ルータ」とラベル付けした単一のボックス内にルータとモデムとを組み合わせる。
【００１９】
　実際のテレビ番組信号は、概して衛星１０４により、またはケーブル１１２上で伝送さ
れる。一部の実施形態では、テレビ番組をインターネットなどの通信ネットワーク１３０
を介してストリーミングする。これらの実施形態では、テレビ番組を選択するプロセスを
、コンピュータ２００、セットトップボックス４００、または家庭用ルータ１２０に直接
接続される（図１には不図示）受信機／変換機１１０が行うことができる。
【００２０】
　ホームルータ１２０は、家庭１８０からインターネットへのゲートウェイである。ルー
タ１２０は１つの外部ＩＰアドレス１２６を有し、これが、本明細書に記載の様々な実施
形態に関連するＩＰアドレスである。内部では、ルータ１２０はセットトップボックス４
００に接続され、場合によっては任意の数のコンピュータ２００、デジタルオーディオプ
レーヤ１２４、またはＸＢＯＸ（登録商標）、ＰＬＡＹＳＴＡＴＩＯＮ（登録商標）、Ｗ
ＩＩ（登録商標）などのゲーム機１２２に接続される。ルータ１２０は、インターネット
サービスプロバイダ１２８を介して通信ネットワーク１３０に接続する。インターネット
サービスプロバイダ１２８は、ホームルータ１２０にＩＰアドレス１２６を割り当てる。
前に述べたように、ＩＰアドレス１２６は静的（固定）または動的（変化するもの）とす
ることができる。概して、動的ＩＰアドレスは、（例えばダイアルアップモデムを使用す
る場合）ルータとインターネットサービスプロバイダ１２８との間の接続が断たれる場合
にのみ変わる。
【００２１】
　家庭１８０内のコンピュータ２００は、インターネットにアクセスし、（例えば検索エ
ンジンを用いた）データ検索、買物、オンラインでの（例えばＹｏｕＴｕｂｅ（登録商標
）での）映像視聴、オンラインゲームで遊ぶこと、オンラインソーシャルネットワークへ
の参加、他の多くの活動に従事することなど、無数の活動を行うことができる。これらの
ウェブ閲覧活動の一部は、インターネットログデータベース１３８内の１つまたは複数の
ログサーバ３００上にログされる。例えば、ログ１３８は、ウェブサイトの訪問１４０ま
たは検索クエリ１４４を追跡することができる。オンラインショッピングのコンバージョ
ンや広告の閲覧など、他の多くのインターネット活動のログが取られる。さらに、多くの
ウェブサイトは、Ｇｏｏｇｌｅ　Ａｎａｌｙｔｉｃｓ（登録商標）を使用して自らのサイ
ト上で閲覧１４４を追跡する。家庭１８０のＩＰアドレス１２６は容易に入手可能であり
、（少なくとも特定の時点において）一意の識別子であるので、ウェブの閲覧活動は概し
て家庭１８０のＩＰアドレス１２６によって追跡する。一部の実施形態では、ＹｏｕＴｕ
ｂｅ（登録商標）１４６または関心のある他の特定のサイトへの訪問について専用の追跡
がある。一部の実施形態では、インターネットログ１３８が、ウェブ活動中にダウンロー
ドされるクッキー１４８を含む。
【００２２】
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　インターネットログデータベース１３８およびＴＶログデータベース１５０内で識別さ
れるデータが、実装形態に応じて単一のデータベース内にあっても様々な数のデータベー
スに分散されていてもよいことを当業者なら理解されよう。
【００２３】
　図２は、家庭１８０における典型的なクライアントコンピュータ２００を示す。クライ
アントコンピュータ２００は、概して１つまたは複数の処理装置（ＣＰＵ）２０２、１つ
または複数のネットワークもしくは他の通信インターフェイス２０４、メモリ２１４、お
よびこれらのコンポーネントを相互接続するための１つまたは複数の通信バス２１２を含
む。通信バス２１２は、システムコンポーネントを相互接続し、それらの間の通信を制御
する回路（チップセットと呼ばれることもある）を含むことができる。クライアントコン
ピュータ２００は、ユーザインターフェイス２０６、例えばディスプレイ２０８、および
キーボードやマウスなどの１つまたは複数の入力装置２１０を含む。メモリ２１４は、Ｄ
ＲＡＭ、ＳＲＡＭ、ＤＤＲ　ＲＡＭ、他のランダムアクセス固体メモリ装置などの高速ラ
ンダムアクセスメモリを含むことができ、１つまたは複数の磁気ディスク記憶装置、光学
ディスク記憶装置、フラッシュメモリ装置、他の不揮発性固体記憶装置などの不揮発性メ
モリを含むことができる。メモリ２１４は、中央処理装置２０２から離れて位置する大容
量記憶域を含むことができる。メモリ２１４、あるいはメモリ２１４内の不揮発性メモリ
装置は、コンピュータ可読記憶媒体を含む。一部の実施形態では、メモリ２１４またはメ
モリ２１４のコンピュータ可読記憶媒体が、以下のプログラム、モジュール、およびデー
タ構造、またはそのサブセットを記憶する。
　・様々な基本システムサービスを扱い、ハードウェアに依存するタスクを実行するため
の手続きを概して含むオペレーティングシステム２１６（例えばＷＩＮＤＯＷＳ（登録商
標）やＭＡＣ　ＯＳ　Ｘ（登録商標））、
　・インターネット、他の広域ネットワーク、ローカルエリアネットワーク、メトロポリ
タンエリアネットワークなどの１つまたは複数の通信ネットワークを介し、クライアント
コンピュータ２００をサーバまたは他のコンピューティング装置に接続するために使用す
るネットワーク通信モジュール２１８、
　・クライアントコンピュータ２００の利用者が、通信ネットワークを介してウェブサイ
トおよび他の資源にアクセスすることを可能にするウェブブラウザ２２０、および
　・クライアントコンピュータ２００において家族１１８が訪問したウェブサイトに関す
る永続データを提供する１つまたは複数のクッキー２２２。
【００２４】
　図３を参照し、ログサーバ３００は、概して１つまたは複数の処理装置（ＣＰＵ）３０
２、１つまたは複数のネットワークもしくは他の通信インターフェイス３０４、メモリ３
１４、およびこれらのコンポーネントを相互接続するための１つまたは複数の通信バス３
１２を含む。通信バス３１２は、システムコンポーネントを相互接続し、それらの間の通
信を制御する回路（チップセットと呼ばれることもある）を含むことができる。ログプロ
セッサ３００は、ユーザインターフェイス３０６、例えばディスプレイ３０８、およびキ
ーボード３１０を任意選択で含むことができる。メモリ３１４は、ＤＲＡＭ、ＳＲＡＭ、
ＤＤＲ　ＲＡＭ、他のランダムアクセス固体メモリ装置などの高速ランダムアクセスメモ
リを含むことができ、１つまたは複数の磁気ディスク記憶装置、光学ディスク記憶装置、
フラッシュメモリ装置、他の不揮発性固体記憶装置などの不揮発性メモリを含むことがで
きる。メモリ３１４は、中央処理装置３０２から離れて位置する大容量記憶域を含むこと
ができる。メモリ３１４、あるいはメモリ３１４内の不揮発性メモリ装置は、コンピュー
タ可読記憶媒体を含む。一部の実施形態では、メモリ３１４またはメモリ３１４のコンピ
ュータ可読記憶媒体が、以下のプログラム、モジュール、およびデータ構造、またはその
サブセットを記憶する。
　・様々な基本システムサービスを扱い、ハードウェアに依存するタスクを実行するため
の手続きを概して含むオペレーティングシステム３１６（例えばＬｉｎｕｘ（登録商標）
やＵｎｉｘ（登録商標））、



(10) JP 2013-543710 A 2013.12.5

10

20

30

40

50

　・インターネット、他の広域ネットワーク、ローカルエリアネットワーク、メトロポリ
タンエリアネットワークなどの１つまたは複数の通信ネットワークを介し、ログサーバ３
００をサーバまたは他のコンピューティング装置に接続するために使用するネットワーク
通信モジュール３１８、
　・オンラインのウェブ閲覧活動に関する情報を記憶する、１つまたは複数のインターネ
ットログデータベース３２０。ログは、家庭のＩＰアドレスを含む。閲覧活動は、ウェブ
検索、Ｇｏｏｇｌｅ　Ａｎａｌｙｔｉｃｓなどの解析システムによって集められる情報、
ＹｏｕＴｕｂｅ（登録商標）の映像の視聴、クッキーデータ、オンラインショッピング等
を含むことができる。
　・家庭でのテレビ視聴活動に関する情報を記憶するＴＶログデータベース３２２。ログ
は、番組名（分かっている場合）、チャンネル、および日時を概して含む。
　・テレビの視聴活動をウェブの閲覧活動と相関させる相関モジュール３２４。
　・利用者が訪問したウェブサイトのクッキーデータを追跡する、クッキーデータデータ
ベースまたはファイルストア３２６。
【００２５】
　相関モジュール３２４は、データベース３２０および３２２内のログエントリの情報を
集約データに変換することもできる。一部の実施形態では、ログデータ処理モジュール３
２４がＩＰアドレスまたはウェブアドレスを処理し、国、州、市などの地理的情報を求め
る。
【００２６】
　図３にはログサーバを示すが、図３は、本明細書に記載の実施形態の構造上の概略図よ
りむしろ、一組のサーバ内に存在し得る様々な特徴の機能記述であることを意図する。実
際は、および当業者なら理解されるように、別々に図示するアイテムを組み合わせること
ができ、一部のアイテムを分けてもよい。例えば、図３に分けて示す一部のアイテムを単
一のサーバ上に実装することができ、単一のアイテムを１つまたは複数のサーバによって
実装してもよい。ログサーバを実装するために使用する実際のサーバの数、およびそれら
のサーバ間でどのように機能を割り振るのかは実装形態ごとに異なり、ピーク使用期間中
ならびに平均使用期間中にシステムが処理しなければならないデータトラフィックの量に
部分的に依存し得る。
【００２７】
　図４は、一部の実施形態による例示的セットトップボックスを示す。セットトップボッ
クスはコンピュータと似ており、１つまたは複数のＣＰＵ４０２およびメモリ４１４を有
する。セットトップボックスは、受信機／変換機１１０への接続、テレビ１１６への接続
、およびホームネットワーク（通常はルータ１２０）への接続を可能にする複数の通信イ
ンターフェイス４０４を含む。セットトップボックスのユーザインターフェイス４０６は
、テレビ４０８およびリモコン装置４１０である。一部の実施形態では、セットトップボ
ックスが入力装置としてキーボードも含む。
【００２８】
　セットトップボックスは、これらのコンポーネントを相互接続するための１つまたは複
数の通信バス４１２を含む。通信バス４１２は、システムコンポーネントを相互接続し、
それらの間の通信を制御する回路（チップセットと呼ばれることもある）を含むことがで
きる。メモリ４１４は、ＤＲＡＭ、ＳＲＡＭ、ＤＤＲ　ＲＡＭ、他のランダムアクセス固
体メモリ装置などの高速ランダムアクセスメモリを含むことができ、１つまたは複数の磁
気ディスク記憶装置、光学ディスク記憶装置、フラッシュメモリ装置、他の不揮発性固体
記憶装置などの不揮発性メモリを含むことができる。メモリ４１４は、中央処理装置４０
２から離れて位置する大容量記憶域を含むことができる。メモリ４１４、あるいはメモリ
４１４内の不揮発性メモリ装置は、コンピュータ可読記憶媒体を含む。一部の実施形態で
は、メモリ４１４またはメモリ４１４のコンピュータ可読記憶媒体が、以下のプログラム
、モジュール、およびデータ構造、またはそのサブセットを記憶する。
　・様々な基本システムサービスを扱い、ハードウェアに依存するタスクを実行するため
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の手続きを概して含むオペレーティングシステム４１６（例えばＬｉｎｕｘ（登録商標）
やＵｎｉｘ（登録商標））、
　・セットトップボックス４００をホームネットワークに接続するために使用するネット
ワーク通信モジュール４１８、
　・テレビの視聴履歴４２０を記憶するためのデータベースまたはファイルシステム、
　・一部の実施形態では、利用者がテレビを利用してインターネットにアクセスすること
ができるように、セットトップボックスがウェブブラウザ４２２を含む。
【００２９】
　本明細書に記載する方法のそれぞれは、コンピュータ可読記憶媒体内に記憶され、１つ
または複数のサーバもしくはクライアントの１つまたは複数のプロセッサによって実行さ
れる命令によって実行することができる。図１～図４に示す動作のそれぞれは、コンピュ
ータメモリまたはコンピュータ可読記憶媒体の中に記憶される命令に対応することができ
る。
【００３０】
シングルソースパネル用にＴＶ視聴をウェブ活動と関連させること
　「シングルソースパネル」とは、テレビおよびインターネットにわたる視聴率を測定す
る一体型の評価システムである。
【００３１】
　テレビの視聴活動およびウェブの使用活動はどちらも、個々の家庭の将来の活動ならび
に集約された傾向の有用なインジケータである。これらの２つの異なる種類のデータを組
み合わせることにより、さらに貴重な情報をもたらすことができる。そうするために、同
じ家庭、さらには同じ利用者について、テレビの視聴に由来するデータをウェブの使用活
動と相関させなければならない。
【００３２】
　以前は、相関データを得る唯一の方法は調査を用いることによってであった。例えば、
例示的な調査のサンプルページを図５に示す。典型的な調査ツール５００では、家庭で実
際に表示された３つの広告５０４、および表示されていない（対照群として使用する）別
の３つの広告がある。消費者は調査を２～３分で完了し、どの広告を覚えているのかを知
らせる。ツール５００はパネリストに質問し（５０２）、ツールの使用方法をパネリスト
に教える（５０２）。パネリストは各質問５０６に対し、はいかいいえで答える（５０８
）。パネリストは、前の広告に戻ることができ（５１０）、または全ての質問に答えた後
に調査を提出することができる（５１２）。
【００３３】
　上記のように、一部の実施形態は、ＴＶ視聴データとウェブ使用データとを家庭ごと／
利用者ごとに関連させる。このようにすることは、家庭内のほとんどのまたは全てのイン
ターネット対応装置がいつでも共通のルータ経由でインターネットにアクセスし、結果と
して共通のＩＰアドレスを共有するということを認識することにより、一部の実施形態で
可能となる。既に説明したように、ＩＰアドレスは静的でも動的でもよい。ＩＰアドレス
が動的で経時変化する場合（例えばＩＰアドレスがＤＨＣＰを用いてＩＳＰによって動的
に割り当てられる場合）、家庭用のＩＰアドレスをウェブサーバ（Ｇｏｏｇｌｅ（登録商
標）ＴＶセットトップボックス４００、ログサーバ３００、ＴＶ提供者１０２など）にお
いてログすることができる。このようにして、履歴的なＴＶ視聴データおよびウェブの使
用を、対応する期間にわたり特定の家庭／利用者に依然として関連させることができる。
【００３４】
　具体的には、家庭１８０が使用するセットトップボックス４００が、家庭内の他のイン
ターネット対応電子装置と同じルータ１２０を介してインターネットに接続する場合、セ
ットトップボックス４００はそれらの装置と同じＩＰアドレス１２６を共有する。その結
果、セットトップボックス４００が（例えばＧｏｏｇｌｅ　ＴＶサーバ、ログサーバ３０
０、および／またはＴＶ提供者１０２に）報告するＴＶ視聴データ１５０を記憶し、同じ
家庭１８０のインターネット対応電子装置によって報告されるウェブ活動データ１３８に
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関連する家庭１８０およびＩＰアドレス１２６と同じ、家庭１８０およびＩＰアドレス１
２６に関連させることができる。
【００３５】
　特定の家庭１８０または利用者に関連する共通鍵（例えば家庭のＩＰアドレス１２６）
を用いてＴＶ視聴データ１５０とウェブ使用データ１３８とを関連させることにより、視
聴者、ＴＶ提供者のＴＶコンテンツ内に挿入する広告をＴＶ提供者に出す広告主、および
ＴＶ提供者に対し、付加価値および追加のサービスを提供することができる。
【００３６】
　例えば、ＴＶ提供者（ケーブルプロバイダや衛星プロバイダなど）は、ＴＶコンテンツ
もしくは映画コンテンツ、またはそれらとともに表示される広告に関する調査に答えるた
めのパネルに視聴者を登録させたいことが多々ある。図５は、登録したパネリストにセッ
トトップボックスによってＴＶ上で提示される、調査ツール５００の例示的画面を示す。
この特定の画面は、この１週間でＴＶを見た間に特定の広告を見たのを覚えているかどう
かをパネリストに尋ねる。この調査ツールおよび類似の調査ツールを例えば１週間に１回
家庭／利用者に提示することができ、図１に示すログサーバによって保持されるＴＶ視聴
データおよびウェブ使用データのログに基づき、その家庭／利用者に関して選択された広
告の数について利用者を調査することができる。例えば一部の実施形態では、１週間に１
回利用者に表示される調査ツールが、この１週間でその家庭／利用者に表示されたことが
（その家庭のＴＶ視聴データを用いて）分かっている３つの広告、および（上記で述べた
ようにログサーバによって決定され記憶される、その家庭の関連するＴＶ視聴データおよ
びウェブ使用データに基づいて選択される）３つの対照広告を含む６つのターゲット広告
をテストすることができる。
【００３７】
　さらに、かかる調査が広告主にとって有用であるために、選択されるパネリストは目標
母集団内になければならず（例えば正しいデモグラフィックス区分内、かつ適切な視聴履
歴および／または一組の関心事を有し）、それらの者に調査ツールを完了する意思がなけ
ればならない。従来、適切なパネリストを識別するには、記述式および／またはオンライ
ンの質問票を含む長いスクリーニング手順、ならびにパネリストが調査を完了するための
インセンティブを用いる必要があった。これらの手法は小規模なパネルには効果的であり
得るが、大規模なパネルで（例えばそれらの大規模なパネル用の調査を引き起こすために
）使用する場合は厄介である。大規模なパネルの情報は、利用者の大集団の間の傾向を見
つけるために集約し、使用することができるのでとりわけ有用である。この情報は、大量
の個々の家庭に対し、広告およびコンテンツの対象を絞るのに役立つ情報も提供すること
ができる。
【００３８】
　例えば、ログサーバ３００またはＴＶ提供者１０２におけるコンピュータシステムにお
いて実施される方法は、個々の家庭の関連するＴＶ視聴データ１５０およびウェブ使用デ
ータ１３８に対する検索を行い、個々のパネリスト向けに調査ツール５００を生成し、ふ
さわしいパネリストを識別することができる。例えば、ふさわしいパネリストは、視聴さ
れたＴＶコンテンツ、ウェブ広告のクリックスルー履歴の記録、および視聴されたメディ
アコンテンツのログに基づいて識別することができる。識別されると、図６および図７に
示す画面などの追加のステータスおよび承認画面により、調査者はパネリストおよび見込
まれるパネリストと対話することができる。パネリストのフィードバックをＩＰアドレス
１２６に関連させ、その後の調査ツールを適合させるために使用することもできる。一部
の実施形態では、このプロセスは、パネリスト、家庭、またはセットトップボックスを識
別し、調査に参加する許可および意思を示すホワイトリスト上にそれらを載せるために使
用することもできる。
【００３９】
　図６は、対話型のウェブフォームである調査パネル広告承認ツール６００を示す。フォ
ーム６００は、フォームの使用方法をパネリストに教える（６０２）。このフォームは、
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フィルムクリップ、フィルムクリップの単独フレーム、または（例えばウェブベース広告
の）単一画像とすることができる、１つまたは複数のメディアの抜粋６０４を表示する。
それぞれのメディア抜粋広告６０４は、対応する広告ＩＤ６０６および対応するステータ
ス６０８を有する。一部の実施形態では、ステータスは、パネリストが広告を承認すべき
とみなす視聴者（例えば「全て」、「１８＋」、「２１＋」など、どの年齢か）を示す。
一部の実施形態では、フォーム６００が、最後の（最新の）ステータス変更のインジケー
タ６１０を含む。一部の実施形態では、最後のステータス変更についての情報は、変更を
行ったパネリストの名前６１２および変更が加えられた日時６１４を含む。一部の実施形
態は、パネリストが追加の注記を書くための自由形式空間６１８を提供する変更注記６１
６も含む。
【００４０】
　図７は、承認ならびにパネリストによって明らかにされる問題の両方を追跡するために
一部の実施形態で使用される、問題履歴および広告承認ツール７００を示す。図示の実施
形態では、フォーム７００が、広告７０２とともに、広告を一意に識別する対応する広告
ＩＤ７０４を表示する。一部の実施形態では、広告７０２を見たかどうかをパネリストに
尋ねる質問７０６とともに広告７０２を表示する。これらの実施形態では、１対のはい／
いいえラジオボタンとして実装することができる、質問に答えるためのスペース７０８が
ある。一部の実施形態では、フォームが、一組の質問内で進みまたは戻るための操作ボタ
ン（不図示）を含む。
【００４１】
　フォーム７００は、パネリストが調査の質問に関する問題を報告できるようにする問題
履歴区画７１０を含む。図示の実施形態では、パネリストが問題のカテゴリ７１６および
追加のコメント７２０を指定することができる。一部の実施形態では、問題ごとに日付フ
ィールド７１２もある。好ましい実施形態では、入力中にまたは保存時にフォームが自動
で日付７１４を埋める。パネリストは、問題のカテゴリ７１８（例えば図示の実施形態で
は「その他」）およびコメント７２２を指定する。
【００４２】
　フォーム７００内の広告承認区画７２４は図６と同様である。図７では、組み合わせら
れた問題履歴／広告承認フォーム７００を示すので、広告承認に使用できるスペースはよ
り狭い。図示の実施形態では、承認情報が、フォーム７００上に示される１つの広告７０
２に対応する。この実施形態では、広告ＩＤ７２６が繰り返されている（重複する広告Ｉ
Ｄ７０４）。一部の実施形態はこの繰返しを省く。広告承認区画７２４は、承認ステータ
ス７２８も含む。承認ステータス７２８は、この広告が適切だとパネリストが思う年齢範
囲を示すことができる。図６の実施形態と同様に、広告承認区画７２４は最終承認ステー
タス変更７３０を含み、最終承認ステータス変更７３０は、典型的には日付７３２、変更
されたステータス７３６、変更理由７４０、および変更を加えるパネリストの名前７４４
を含む。これらのフィールド（日付７３４、ステータス７３８、理由７４２、およびパネ
リスト７４６）の値は、フィールドラベルの下に表示することができる。好ましい実施形
態では、日付およびパネリストの名前がフォームによって自動で埋められる。一部の実施
形態では、理由７４０は任意選択的であり、したがってフォーム７００に示すように理由
フィールド７４２は空白でもよい。
【００４３】
　ログサーバ３００によって維持されるログ情報を使用し、一部の実施形態は新たな調査
を自動で引き起こし、さもなければ調査の進捗状況を監視するように構成される。例えば
図８は、調査ツールを自動で生成するプロセスの例示的プロセスフローを示す。このフロ
ーは、この例ではＸＭＬファイルであるログファイルを使用する。ログファイルは、パネ
リストの広告視聴情報を生成し、ホワイトリスト情報から特定の調査のパネリストを識別
するための、１つまたは複数の家庭のＴＶ視聴データおよびウェブ使用データに相当する
。この情報を使用し、このフローはホワイトリストに載っているパネリスト向けの新たな
調査を生成する。言い換えれば、ホワイトリスト情報などのパネリスト情報とともに関連
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するＴＶデータおよびウェブデータを使用し、このフローは、登録された各家庭を調査す
るための適切な広告（既に視聴された広告および対照広告を含む）を自動で生成する。
【００４４】
　図８に示すプロセスフロー８００が開始すると（８０２）、２つの独立した操作が生じ
る。プロセスフロー８００の一方の分岐では、市場調査システムからの既存の調査のステ
ータスを生成する（８０４）。一部の実施形態では、生成（８０４）には、パネリストお
よび調査結果のＸＭＬファイルを作成することが含まれる。さらにプロセスフロー８００
は、既存の調査の調査結果ファイルを生成する（８０６）。調査結果ファイルは、部分的
に完了した調査を含むことができ、または完全に完了した調査に限定することもできる。
【００４５】
　調査のステータスを生成（８０４）した後、一部の実施形態は作成したパネルＸＭＬフ
ァイルを処理する（８１０）。パネルＸＭＬファイルを処理する（８１０）間、プロセス
フロー８００は、パネリストの広告視聴情報を生成し（８１２）、市場調査システムから
のパネリストのホワイトリストを処理する（８１４）。一部の実施形態では、パネリスト
のホワイトリストは、資格要件を満たす（例えば適切なハードウェアおよびソフトウェア
を有する）ＴＶ加入者を識別する。広告視聴情報およびパネリストのホワイトリストを使
用し、プロセス８００は、パネリスト向けの新たな調査を生成する（８１６）。さらに、
プロセスフロー８００は、市場調査システムからの調査ステータスの最新情報を処理する
。プロセスフロー８００は、調査ステータスの最新情報が処理され（８０８）、パネリス
ト向けの新たな調査が生成され（８１６）、既存の調査の調査結果が生成される（８０６
）と終了する（８１８）。
【００４６】
　開示する一部の実施形態は、セットトップボックスおよびインターネット接続を利用す
る簡略化された代替プロセスを提供する。セットトップボックス上では、ウェブの閲覧活
動とテレビの視聴活動とを相関させることを可能にする対話型アプリケーションが実行さ
れる。両方の種類の活動が分かっているので、適切なパネリストをより容易に識別するこ
とができる。さらに、利用者がパネリストになることに合意する場合、データの多くを自
動で追跡し、多くの調査質問に応答する負担を除去することができる。
【００４７】
　家庭１８０にパネリストとしての資格を与えるために、対話型アプリケーションが、最
初にその家庭で使用されるオペレーティングシステムおよびブラウザを審査し、それらが
アプリケーションソフトウェアと互換性があるかどうかを判定する。十分な数のパネリス
トを引き寄せるために、様々なインセンティブを与えることができる。例えばパネリスト
は、現金報酬、ペイパービュー映画を見ることに対するクレジット、割増料金チャンネル
に対する割引、富くじへの参加、または他のインセンティブを受けることができる。
【００４８】
　テレビの視聴活動およびウェブの閲覧活動の両方にアクセスすることは、アクティブセ
ットトップボックスの「ホワイトリスト」を作成できるようにする。アクティブセットト
ップボックスを有する家庭は、パネリストとして登録するために連絡が取られる場合があ
る。登録の資格要件は自動で計算することができるので、はるかに多くの数のパネリスト
を登録することができる。さらに、登録後にデータの多くを自動で収集することができる
ので、より優れた精度があり、調査の質問に答える負担が大幅に減らされるのでパネリス
トを辞める者もより少ない。
【００４９】
例示的実施形態
　一例示的実施形態は、以下の内容を含む。
　・パネリストを受動的に募るためにＴＶ上の対話型アプリケーションを使用する。
　・各パネリストが、パネルに参加するために明示的に選択を行う。
　・対話型アプリケーションが何らかのデータをセットトップボックスのログ内に入力し
、そのデータはテレビ提供者および／またはウェブログ提供者に折り返し報告される。
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　・セットトップボックスの利用者の家庭に現在割り当てられているＩＰアドレスのログ
を取り、一意のパネリストＩＤに関連させる。
　・セットトップボックスの受信機ＩＤ（受信機／変換機１１０の識別子）を使用し、ア
カウントＩＤ（テレビ提供者に対する利用者のアカウントの識別子）をパネリストＩＤに
マッチさせる。
　・アカウントＩＤを使用し、他の全ての（必ずしもＩＰでない）報告ボックスまたは装
置をパネリストＩＤにマッチさせる。
　・ログを取ったＩＰアドレスを鍵として使用し、インターネットログデータ、とりわけ
ことによると家庭内の全てのインターネット装置にわたるウェブの訪問および検索をマッ
プするために使用可能なクッキーを見つけ、抽出する。
　・ＩＰアドレスは通常は動的だが、セットトップボックスは定期的に報告を行い、セッ
トトップボックスからの報告ごとにリンクを確認し、再確立することができる。
　・一部の実施形態では、動的ＩＰアドレスに対処するために、１日数回テレビ提供者に
折り返し報告するようにセットトップボックスを構成する（またクッキーは持続するもの
とする）。
　・ＩＰアドレスによって接続されていないセットトップボックスでは、（家庭のＩＰア
ドレスをセットトップボックスに関連するアカウントにリンクさせる）登録ウェブページ
に訪問するようパネリストに求める追加ステップとともに、同じプロセスを使用すること
ができる。
　・ＩＰアドレスとパネリストＩＤとの間の相関関係を更新するために対話型アプリケー
ションを定期的に使用することはパネリストにとって有用である。一部の実施形態は、対
話型アプリケーションを推奨エンジンにすることによりこの挙動を促進する。アプリケー
ションがパネリストのＩＰアドレスを中央サーバに送り、中央サーバは、パネリストのＩ
Ｐアドレスをセットトップボックスの視聴履歴および家庭のウェブ活動とマッチさせる。
この情報を使用し、対話型アプリケーションは利用者が好み得る番組を推薦する。
【００５０】
　上記の内容は、説明目的で特定の実施形態に関連して記載してきた。しかし上記の事例
的解説は、網羅的であることも本発明を開示した厳密な形態に限定することも意図しない
。上記の教示に鑑みて、多くの修正および改変が可能である。本発明の原理およびその実
際の応用例を最もよく説明し、それにより本発明および考えられる特定の用途に適合され
た様々な修正を伴う様々な実施形態を当業者が最もよく活用できるようにするために実施
形態を選んで記載した。
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【手続補正書】
【提出日】平成25年6月4日(2013.6.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＴＶ視聴をインターネット活動に関連させるための方法であって、
　１つまたは複数のプロセッサ、および前記プロセッサが実行するためのプログラムを記
憶するメモリを有するサーバが、ＴＶ加入者のアカウントに関連するＩＰアドレスをＴＶ
サービスから受け取るステップであって、前記ＩＰアドレスは、前記ＴＶサービスが提供
するＴＶコンテンツを表示するために、前記ＴＶ加入者が使用するセットトップボックス
に関連付けられ、前記ＩＰアドレスは、前記ＴＶ加入者に対応する家庭の１つまたは複数
のコンピュータに関連付けられ、前記１つまたは複数のコンピュータはウェブブラウザを
実行するように構成される、ステップと、
　前記サーバが、前記ＴＶ加入者のＴＶ視聴についての情報を受け取るステップであって
、前記情報には前記ＩＰアドレスが含まれる、ステップと、
　前記サーバが、前記ＩＰアドレスに関連する前記家庭内の前記コンピュータのウェブ閲
覧活動についての情報を受け取るステップであって、前記情報には前記ＩＰアドレスが含
まれる、ステップと、
　前記サーバが、前記ＴＶ加入者の前記ＴＶ視聴のＴＶログを保持するステップと、
　前記サーバが、前記ＩＰアドレスに関連する前記家庭内の前記コンピュータの前記ウェ
ブ閲覧活動のインターネットログを保持するステップと、
　前記サーバが、前記ＩＰアドレスに少なくとも部分的に基づき、前記ＴＶログ内のエン
トリを前記インターネットログ内のエントリに関連させるステップと、
　前記サーバが、前記関連付けを記憶するステップと
　を含む方法。
【請求項２】
　前記サーバが、前記ＴＶ加入者をサーバ加入者として登録するステップをさらに含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ＴＶ視聴についての前記情報が前記セットトップボックスから受け取られる、請求項１
または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記セットトップボックスがウェブブラウザを用いて構成され、ウェブ閲覧活動につい
ての前記情報の少なくとも一部が前記セットトップボックスから受け取られる、請求項１
～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記サーバが、前記関連付けに基づき、推薦されるＴＶ番組を前記ＴＶ加入者に提供す
るステップをさらに含む、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記サーバが、前記関連付けに基づき、ターゲットテレビ広告を前記ＴＶ加入者に提供
するステップをさらに含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記サーバが、前記関連付けに基づき、ターゲットインターネット広告を前記ＴＶ加入
者に提供するステップをさらに含み、前記インターネット広告がウェブの閲覧中に提供さ
れる、請求項１～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
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　ＴＶ視聴をインターネット活動に関連させるためのコンピュータシステムであって、
　メモリと、
　１つまたは複数のプロセッサと、
　前記メモリ内に記憶され、前記１つまたは複数のプロセッサが実行するように構成され
る１つまたは複数のプログラムと
　を含み、前記１つまたは複数のプログラムが、
　ＴＶ加入者のアカウントに関連するＩＰアドレスをＴＶサービスから受け取るための命
令であって、前記ＩＰアドレスは、前記ＴＶサービスが提供するＴＶコンテンツを表示す
るために、前記ＴＶ加入者が使用するセットトップボックスに関連付けられ、前記ＩＰア
ドレスは、前記ＴＶ加入者に対応する家庭の１つまたは複数のコンピュータに関連付けら
れ、前記１つまたは複数のコンピュータはウェブブラウザを実行するように構成される、
命令と、
　前記ＴＶ加入者のＴＶ視聴についての情報を受け取るための命令であって、前記情報に
は前記ＩＰアドレスが含まれる、命令と、
　前記ＩＰアドレスに関連する前記家庭内の前記コンピュータのウェブ閲覧活動について
の情報を受け取るための命令であって、前記情報には前記ＩＰアドレスが含まれる、命令
と、
　前記ＴＶ加入者の前記ＴＶ視聴のＴＶログを保持するための命令と、
　前記ＩＰアドレスに関連する前記家庭内の前記コンピュータの前記ウェブ閲覧活動のイ
ンターネットログを保持するための命令と、
　前記ＩＰアドレスに少なくとも部分的に基づき、前記ＴＶログ内のエントリを前記イン
ターネットログ内のエントリに関連させるための命令と、
　前記関連付けを記憶するための命令と
　を含む、コンピュータシステム。
【請求項９】
　前記セットトップボックスがウェブブラウザを用いて構成され、ウェブ閲覧活動につい
ての前記情報の少なくとも一部が前記セットトップボックスから受け取られる、請求項８
に記載のコンピュータシステム。
【請求項１０】
　前記１つまたは複数のプログラムが、前記関連付けに基づき、推薦されるＴＶ番組を前
記ＴＶ加入者に提供するための命令をさらに含む、請求項８または９に記載のコンピュー
タシステム。
【請求項１１】
　前記１つまたは複数のプログラムが、前記関連付けに基づき、ターゲットテレビ広告を
前記ＴＶ加入者に提供するための命令をさらに含む、請求項８または１０に記載のコンピ
ュータシステム。
【請求項１２】
　前記１つまたは複数のプログラムが、前記関連付けに基づき、ターゲットインターネッ
ト広告を前記ＴＶ加入者に提供するための命令をさらに含み、前記インターネット広告が
ウェブの閲覧中に提供される、請求項８～１１のいずれか一項に記載のコンピュータシス
テム。
【請求項１３】
　コンピュータシステムによって実行される１つまたは複数のプログラムを記憶するコン
ピュータ可読記憶媒体であって、前記１つまたは複数のプログラムが、
　ＴＶ加入者のアカウントに関連するＩＰアドレスをＴＶサービスから受け取るための命
令であって、前記ＩＰアドレスは、前記ＴＶサービスが提供するＴＶコンテンツを表示す
るために、前記ＴＶ加入者が使用するセットトップボックスに関連付けられ、前記ＩＰア
ドレスは、前記ＴＶ加入者に対応する家庭の１つまたは複数のコンピュータに関連付けら
れ、前記１つまたは複数のコンピュータはウェブブラウザを実行するように構成される、
命令と、
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　前記ＴＶ加入者のＴＶ視聴についての情報を受け取るための命令であって、前記情報に
は前記ＩＰアドレスが含まれる、命令と、
　前記ＩＰアドレスに関連する前記家庭内の前記コンピュータのウェブ閲覧活動について
の情報を受け取るための命令であって、前記情報には前記ＩＰアドレスが含まれる、命令
と、
　前記ＴＶ加入者の前記ＴＶ視聴のＴＶログを保持するための命令と、
　前記ＩＰアドレスに関連する前記家庭内の前記コンピュータの前記ウェブ閲覧活動のイ
ンターネットログを保持するための命令と、
　前記ＩＰアドレスに少なくとも部分的に基づき、前記ＴＶログ内のエントリを前記イン
ターネットログ内のエントリに関連させるための命令と、
　前記関連付けを記憶するための命令と
　を含む、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１４】
　前記１つまたは複数のプログラムが、前記関連付けに基づき、ターゲットテレビ広告を
前記ＴＶ加入者に提供するための命令をさらに含む、請求項１３に記載のコンピュータ可
読記憶媒体。
【請求項１５】
　前記１つまたは複数のプログラムが、前記関連付けに基づき、ターゲットインターネッ
ト広告を前記ＴＶ加入者に提供するための命令をさらに含み、前記インターネット広告が
ウェブの閲覧中に提供される、請求項１３または１４に記載のコンピュータ可読記憶媒体
。
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【国際調査報告】
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